


一
⁔ 

蜃
気
楼
と
は 

温
度
が
変
化
す
る
空
気
中
を
光
が
屈
折(

進
む
向
き
が
変
化)

す
る
こ
と
で
遠
方
の
景
色
や
物
体
な
ど
が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
、

逆
さ
に
な
ỵ
て
見
え
る
現
象
が
蜃
気
楼
で
す
。
蜃
気
楼
は
実
際

に
見
る
機
会
が
少
な
い
た
め
に
「
海
岸
か
ら
外
国
の
壮
大
な
風

景
が
見
え
る
」
な
ど
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。 

二
⁔ 

二
種
類
の
蜃
気
楼 

暖
か
い
空
気
は
冷
た
い
空
気
に
比
べ
る
と
密
度
が
小
さ
く

(
屈
折
率
が
小
さ
く
)、
光
は
速
く
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
気

温
の
異
な
る
空
気
中
を
進
む
光
は
、
暖
か
い
方
か
ら
冷
た
い
方

へ
曲
が
り
な
が
ら
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
水(
地)

面
か
ら
鉛

直
上
向
き
に
気
温
が
高
く
な
る
(
上
暖
下
冷
)
か
、
低
く
な
る

(
上
冷
下
暖
)

か
で
発
生
す

る
像
の
向
き

が
異
な
る
の

で
、蜃
気
楼
は

二
種
類
に
分

類
さ
れ
ま
す
。 

上
位
蜃
気

楼
は
、気
温
分

布
が
図
１
の

よ
う
に
上
暖

下
冷
の
場
合

に
起
こ
り
、
対

象
物
を
含
め

て
そ
の
上
に

「
伸
び
た
り

縮
ん
だ
り
倒

立
し
た
像
」
が

現
れ
ま
す
。 

一
方
、
下
位

蜃
気
楼
は
、
図

２
の
よ
う
に

気
温
分
布
が

上
冷
下
暖
の

場
合
に
起
こ

り
、
対
象
物
の

下
に
「
倒
立
し

た
像
」
が
現
れ

ま
す
。 

ま
た
、
気
温

に
変
化
が
小

さ
い
時
に
「
普

通
に
見
え
る

像
」
は
実
景

(
じ
ỵ
け
い
)

と
呼
ば
れ
ま
す
。 

三
⁔ 
口
絵
の
琵
琶
湖
大
橋
の
蜃
気
楼
画
像
の
説
明 

琵
琶
湖
大
橋
は
人
工
建
造
物
な
の
で
、
人
は
そ
の
像
を
見
て

実
景
か
ら
の
変
化
を
素
早
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

画
像
中
の
③
は
実
景
(
じ
ỵ
け
い
)
と
呼
ば
れ
、
鉛
直
方
向
の

気
温
変
化
が
殆
ど
な
い
時
に
現
れ
る
通
常
の
像
で
す
。 

一
方
、
①
、
②
は
、
上
位
蜃
気
楼
と
呼
ば
れ
る
変
化
の
一
例
で

す
。
上
位
蜃
気
楼
に
は
多
様
な
変
化
が
あ
り
ま
す
が
、
①
は
「
コ

ブ
型
・
Ｚ
字
型
」
と
呼
ば
れ
る
変
化
で
、
中
央
部
左
右
の
橋
桁
に

大
き
な
変
化
が
現
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
②
は
、
地
球
が
丸
い
の
で
通
常
見
え
な
い
湖
面
近
く

の
橋
脚
台
付
近
が
大
き
く
変
化
し
、
橋
脚
台
が
橋
脚
に
串
刺
し

さ
れ
た
よ
う
な
形
が
現
れ
る
の
で
「
橋
脚
台
串
刺
し
型
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。 

ま
た
、
手
前
の
ヨ
ỿ
ト
は
変
化
し
て
い
な
い
の
に
、
琵
琶
湖

大
橋
や
向
こ
う
の
明
神
崎
の
稜
線
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

上
位
蜃
気
楼
の
変
化
に
は
あ
る
程
度
(
通
常
数
㎞
以
上
)
の
距

離
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
上
位
蜃
気
楼
は
生
き
物
の

よ
う
に
時
々
刻
々
姿
が
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
温
度
境
界
層

の
高
さ
の
変
化
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

④
は
下
位
蜃
気
楼
と
呼
ば
れ
る
変
化
で
、
琵
琶
湖
大
橋
の
場

合
は
気
温
差
が
大
き
い
程
凸
レ
ン
ズ
型
に
な
り
ま
す
。
橋
桁
の

上
部
が
反
転
し
て
凸
レ
ン
ズ
状
に
見
え
る
の
で
す
。
折
り
畳
み

線
と
言
わ
れ
る
線
よ
り
下
の
景
色
は
下
位
蜃
気
楼
の
場
合
見
え

な
く
な
り
ま
す
。 

四
⁔(
一
)
上
位
蜃
気
楼
の
場
合
の
対
岸
の
景
色 

上
位
蜃
気
楼

は
、
対
岸
の
景

色
が
上
方
に
伸

び
た
り
、
反
転

し
た
り
、
そ
の

他
図
１
の
「
上

位
蜃
気
楼
の
例
」

な
ど
が
複
合
し

て
複
雑
な
像
に

な
ỵ
て
見
え
ま

す
。
画
像
１
は

湖
岸
(
大
津
市

堅
田
の
湖
岸
で
、

上
段
は
上
位
蜃

気
楼
、
下
段
は

実
景
)が
伸
び
て
高
さ
が
揃
い
、水
平
一
直
線
状
に
見
え
ま
す
。

こ
の
像
は
上
位
蜃
気
楼
の
典
型
例
で
、
板
塀
状
や
バ
ổ
コ
ổ
ド

状
と
呼
ば
れ
、
よ
く
現
れ
ま
す
。 

上
位
蜃
気
楼
は
、
湖
上
に
暖
気
が
形
成
さ
れ
て
「
気
温
の
逆

転
層
」
と
呼
ば
れ
る
「
上
暖
下
冷
の
空
気
層(

図
１)

」
が
生
じ
る

と
き
に
発
生
し
ま
す
。
琵
琶
湖
で
は
春
先
か
ら
初
夏
に
、
近
畿

地
方
が
高
気
圧
に
覆
わ
れ
た
穏
や
か
な
日
の
午
後
に
発
生
し
易



く
、
四
月
や
五
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
上
位
蜃
気
楼
の
発
生

持
続
時
間
は
数
分
か
ら
数
時
間
と
幅
が
あ
り
ま
す
。
上
位
蜃
気

楼
は
琵
琶
湖
や
富
山
湾
で
は
、
平
均
し
て
年
に
十
数
回
程
度
し

か
発
生
せ
ず
、
非
常
に
珍
し
い
蜃
気
楼
で
す
。 

四
⁔(
二
)
下
位
蜃
気
楼
の
場
合
の
対
岸
の
風
景  

下
位
蜃
気
楼
で
は
、
画
像
２(

守
山
市
木
浜
の
湖
岸
で
、
上
段

は
下
位
蜃
気
楼
、

下
段
は
実
景)

の

上
段
の
よ
う
に

対
岸
の
風
景
が

下
方
に
逆
さ
ま

に
な
ỵ
て
見
え
、

「
湖
岸
が
湖
上

に
浮
か
ん
だ
島
」

の
よ
う
に
見
え

ま
す
。(
浮
島
現

象
) 下

位
蜃
気
楼

の
琵
琶
湖
大
橋

で
は
、
折
り
畳
み

線
辺
り
を
双
眼

鏡
で
眺
め
る
と
、
橋
を
走
行
す
る
車
が
上
下
二
つ
に
分
裂
し
た

り
空
中
に
消
え
た
り
す
る
面
白
い
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

五
⁔
琵
琶
湖
で
蜃
気
楼
を
見
る
た
め
に
・
・
・  

蜃
気
楼
を
見
る
場
合
は
、
湖
岸
な
ど
の
低
地
か
ら
十
㎞
前
後

の
遠
方
を
観
察
で
き
る
場
所
が
適
し
ま
す
。 

(
一
)
上
位
蜃
気
楼 

上
位
蜃
気
楼
は
、
琵
琶
湖
で
は
三
月
か
ら
六
月
と
秋
の
十
一

月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
で
は
五
月
が
一
番
発
生
し

易
く
、
次
い
で
四
月
と
な
ỵ
て
い
ま
す
。 

天
候
的
に
は
、
滋
賀
県
が
高
気
圧
に
覆
わ
れ
風
の
弱
い
穏
や

か
な
日
中
で
、
午
前
中
か
ら
晴
れ
て
気
温
の
著
し
い
上
昇
が
認

め
ら
れ
、
湖
風
が
強
ま
る
午
後
に
発
生
し
易
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。 

琵
琶
湖
で

は
図
３
の
よ

う
に
北
湖
や

南
湖
の
湖
岸

全
域
で
上
位

蜃
気
楼
が
確

認
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
浜

大
津
湖
岸

の
な
ぎ
さ

公
園
お
ま

つ
り
広
場

で
は
南
湖

の
上
位
蜃

気
楼
を
広

範
囲
に
わ

た
ỵ
て
見

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。(
図
４
の
網
掛
け
部
分
) 

ま
た
、
大
津
市
の
北
小
松
湖
岸
や
高
島
市
明
神
崎
か
ら
は
北

湖
に
発
生
す
る
上
位
蜃
気
楼
を
広
い
範
囲
で
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

蜃
気
楼
像
は
小
さ
い
の
で
肉
眼
で
は
見
に
く
く
、
詳
し
い
観

察
に
は
十
倍
程
度
の
双
眼
鏡
や
三
百
㎜
程
度
の
望
遠
レ
ン
ズ
を

装
着
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
あ
る
と
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

(
二
)
下
位
蜃
気
楼
(
一
年
を
通
し
て
発
生
)  

下
位
蜃
気
楼
は
、
空
気
の
澄
ん
だ
秋
や
冬
に
人
目
に
つ
き
や

す
い
の
で
す
が
、
湖
水
の
表
面
温
度
よ
り
も
湖
上
の
空
気
の
温

度
が
低
け
れ
ば
い
つ
で

も
発
生
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
日
中
だ
け
で
な

く
夜
間
に
も
発
生
し
ま

す
。
一
度
発
生
す
れ
ば

⾧
時
間
出
現
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
中
で
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
下
位
蜃
気

楼
は
珍
し
い
蜃
気
楼
と

は
言
え
ま
せ
ん
。 

六
⁔
お
わ
り
に 

画
像
３
の
よ
う
に
、

琵
琶
湖
北
湖
で
も
数
々

の
素
晴
ら
し
い
上
位
蜃

気
楼
を
確
認
し
て
い
ま

す
。 筆

者
は
琵
琶
湖
北
湖

の
観
察
結
果
を
左
記
ホ

ổ
ム
ペ
ổ
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。 

琵
琶
湖
の
上
位
蜃
気
楼
は
、
一
九
九
四
年
春
に
伴
禎
(
ば
ん

た
だ
し
)
氏
に
よ
ỵ
て
南
湖
で
初
め
て
確

認
さ
れ
そ
の
後
詳
細
な
記
録
が
始
ま
り
ま

し
た
。
琵
琶
湖
蜃
気
楼
研
究
の
第
一
人
者

と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
が
、二
〇
二

二
年
九
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
偉

業
を
讃
え
、
氏
が
掲
載
し
て
い
た
ホ
ổ
ム

ペ
ổ
ジ
を
下
記
に
保
存
し
、
公
開
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

(
琵
琶
湖
蜃
気
楼
研
究
会 

松
井
一
幸
・
冨
田
正
三
) 




